
 

 

 

 

 

公開研究大会        

研究部主幹 栗林 なつき 

2 月 14 日（金）に「知的障害特別支援学校高等部普通科における自立活動のあり方の探求」をテーマ

に全国から 60 名近い参加者をお迎えして、公開研究大会を実施しました。各類型の実践発表と（株）

たすく代表 齊藤宇開氏の総評、国立特別支援教育総合研究所の武富博文氏による基調講演を開催しま

した。公開研究大会当日は短縮授業として行いました。保護者の皆様におかれましては、御理解、御協

力をいただき誠にありがとうございました。 

学校教育は障害の有無にかかわらず「人間として調和のとれた育成」を目指します。しかし、障害の

ある生徒は各教科等の内容の習得が障害によって困難をもたらしています。各教科等の指導と並行して

障害によって生じる学習上・生活上の困難やつまずきを改善・克服する「自立活動」は特別支援学校の

中核となります。高等部ですので、進路決定を念頭に置きつつ生徒たちがその先にある長い人生をより

豊かなものにするために、自立活動 6 区分 27 項目の中でどこを課題として指導をしていくか、検討し

てまいりました。発達検査や日々の授業の様子など多面的な実態把握をとおして、課題を明確にして指

導内容を学年で共有しました。各教科等の授業を受けるために学習体勢を心身ともに整える教具、言葉

掛け、姿勢の矯正、そして構造化によって見通しをもち主体性を育む実践など、（株）たすくの外部専

門員のスタッフの助言を毎月受けながら研究を進めました。全てが計画どおりに進んだわけではありま

せんが、研究を重ね、確実に生徒たちの日常生活の課題克服や各教科等の習得に成長が見られました。 

齊藤宇開氏の総評では、本校の構造化の教育的効果や国立特別支援教育総合研究所による研究などの

講演をしていただきました。齊藤先生の助言を受けて構造化を進めてまいりましたが、その意義を改め

て学ぶことができました。 

武富博文氏の基調講演では、自立活動のあり方について国の機関及び学習指導要領の方針や今後の流

れ、更に知的障害教育における資質・能力の育成について御講演いただきました。多くのデータととも

に解説され、日頃の指導の方向性や学びが深まりました。 

参加者からのアンケートでは、校内の研究からの学びや環境設定や構造化、自立活動の視点を現場に

活かしていきたい、とのお声を多くいただくことができました。 

これらの研究をとおし、自立活動の視点に立った課題設定や指導法を共有して生徒一人一人が豊かな

人生を送れるよう支援してまいります。御家庭との連携を図ることで、指導の効果が高まります。今後

とも本校の教育活動への御理解、御協力をよろしくお願いいたします。 

◆学校運営連絡協議会と学校評価 

２月 12 日（水）、第３回学校運営連絡協議会を開催しました。一年間の学校運営に対する評価と来

年度に向けての提言などについて、委員の皆様から御助言をいただきました。皆様から頂いた学校評

価や校内評価、外部評価、生徒評価は、評価委員の提言を参考に令和７年度に活かせるようにします。

学校評価アンケートの回収率は、保護者 83％、生徒 92％、進路先 67％、教職員 100％でした。たくさ

んの御意見をありがとうございました。来年度も御協力お願いいたします。 
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◆進路指導部より 

  今年度もＰＴＡ進路地域部の方々と一緒に、福祉事業所、企業、通勤寮やグループホームの見学会

を企画したり、通学区域の障害福祉課へ要望書を提出し市から御回答をいただいたりしました。見学

会では、自分一人では気付かなかった質問を他の方がしてくれたことで、気付いたことがあったり、

企業はなかなか見学の機会がないので、見ることができて良かった。などの感想をいただいておりま

す。また、市の担当者と直接、顔を合わせてお話をさせていただくことで、生の声を届けることもで

き、市の施策などを聞くことができました。 

  来年度も、見学会や説明会を企画予定です。ＰＴＡへ入会されることで、横、縦の繋がりもでき、

将来の事や、進路の事など情報交換もできると思います。 

 

◆生活指導部より  

 〇規則正しい生活をしましょう。 

 〇適度な運動をしましょう。 

○家事を分担し、手伝いをしましょう。就労への大きな力になります。 

○事故・病気など生活上に大きな変化が起こった場合は、学校に連絡してください。 

 

◆支援部より  

 

※使用していた専用封筒は返却の必要はありません。     

 

 

【１、２年生】 

令和６年度の 

学校生活支援シート 

令和７年度の 

学校生活支援シート 

3月 25日（火） 

調査用紙（３月３日（月）に

配布します）の御意見・御感想

を基に、今年度の評価と引き継

ぎ事項を記載した「学校生活支

援シート」を返却します。 

 

４月に令和７年度の「学校生活支援シー

ト」（案）をお示しする予定です。 

個別面談で内容を確認します（必要に応

じて修正します）。 

 

【３年生】 

 

3月 19日（水） 

「学校生活支援シート」を御返

却します。 

 

卒業後は、「学校生活支援シート」に替わ

り、移行支援会議で確認された「個別移行

支援計画」に引き継がれます。進路先や支

援機関へ提示していただき支援を受けられ

るように御活用ください。 

学校生活支援シート（個別の教育支援計画）について 

第２回交流教育連絡会（報 告） 



◆長距離走記録会 

 １月 29日(水)に長距離走記録会がありました。例年は校内の周回路で学年ごとに実施していま 

したが、今年度は初めて向台運動場で３学年合同で実施しました。日々の保健体育の授業で「長距離

走記録会に向けて頑張ろう」と言いながら練習を重ねていきました。当日は風が強かったものの、上

天気の中、学校とは違う広い場所で練習の成果を発揮しました。表彰状をもらって喜ぶ姿や、思うよ

うに走れなくて悔しそうにする姿も見られましたが、目標に向かって頑張って発表する良い経験がで

きたと思います。 

   

 

 


